
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 

学 校 名 揖斐川町立清水小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１１日（土） 

 

実 施 概 要 

 
「土曜日の活用」 
・地域の指導者の協力を得て、地域の文化・伝統や生活の知恵を親子で
学ぶ体験活動 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   ８０ 人 
計 １０５ 人 

地域関係者   ２５ 人 

 

実 施 状 況 

・地域の「ほほえみ教育推進会議」（地域の役職者中心で構成）が指導者
となり、学年ごとに親子で体験活動を行う。 

 １年・・作って遊ぼう（紙ひこうき、ビー玉ころがし、紙のこま） 

 ２年・・清水の探検（清水の川の生き物調べ） 

 ３年・・昔の遊びをしよう（こま作り） 

 ４年・・地域の産業（こんにゃくづくり） 

※地元「カネマタ食品」の皆様による指導 

 ５年・・環境について学ぶ（しめ縄づくり） 

     ※北方地区の講師による指導 

 ６年・・清水の歴史（清水の歴史探訪） 

・当日に向けて、「ほほえみ教育推進会議」のメンバーと学校職員が、年 

 ３回ほど打合せをもち、準備を進める。 

 

成果及び課題 

○児童および保護者は、地域の方々との関わりの中で、興味深く活動に取
り組むことができた。地域についての知識を深めたり、昔から伝わる知
恵を学んだりすることで、親子の話題も広がった。 

○生活科や総合的な学習の時間との関連を図った内容にすることで、活動
のねらいを明確にすることができた。また、準備の段階から見通しをもっ
て取り組むことができた。 

○地域の方々は、安全面も配慮しながら、積極的に準備・運営を進めてく
ださった。地域主体の活動として定着している。 

△仕事分担を含め、地域指導者との連携をさらに進めていきたい。 

保護者の感想 

 清水という小さな町にも、たくさんの歴史があることを丁寧に教えてい
ただけたことに感謝します。子ども達も、清水で育ったことに誇りをもっ
て成長していってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 


